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論文タイトル：原爆被爆者の死亡率調査 

第13報 固形がんおよびがん以外の疾患による死亡率:1950-1997年 

       Radiation Research 第160巻、2003年 

 

研究背景と目的 

放射線影響研究所では、原爆放射線の健康影響を調べるために、約12万人の寿命調査

集団を設定して、1950年から死亡率調査を行っている。 

データ解析は定期的に行われており、1962年の第１報以来これまで合計13回報告が

なされている。 

本論文は2003年に発表された寿命調査第13報で、寿命調査第12報から調査期間を7

年延長し、旧線量評価システム(DS86) を用いて、固形がん（注１参照）ならびにがん以

外の疾患死亡率と原爆放射線との関連性の検討を行ったものである。 

 

研究方法 

寿命調査集団のうちで DS86 による個人線量が推定されている 86,572 人について、

1950 年から1997年までの固形がんとがん以外の疾患による死亡について検討がなされ

た。47年間の期間中、9,335人が固形がんで、31,881人ががん以外の疾患で死亡してい

た。がんについては、すべての固形がんを一つのグループとして、また15の特定のがん

部位について、放射線に関連したリスク評価をおこなった。がん以外の疾患については、

すべてのがん以外の疾患を一つのグループとして、また六つの疾患群（心疾患、脳卒中、

呼吸器疾患、消化器疾患、感染症、その他の疾患）について、放射線に関連したリスク

評価をおこなった。 

 

研究結果（がん以外の疾患死亡率についてのみ解説） 

① 寿命調査集団では、31,881 人の死亡のうち約250 例が原爆放射線と関連して

いると考えられた。 

② 線量反応（線量応答）曲線は「直線」か「下に凸の曲線」かの正確な判別は

困難であった。 

③ 結腸線量1 Sv当たり約14%の割合で死亡率が増加すると推定された。（過剰相

対リスク0.14）(注２参照) 

④ 約0.5 Sv未満の線量については有意な死亡率の増加はみられなかった。 

⑤ 心疾患、脳卒中、呼吸器疾患、消化器疾患の疾患群で、放射線と関連して統

計学的に有意な死亡率の増加がみられた。 
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注１：固形がん 

 固形がんとは、白血病などの血液や造血器のがんと異なり腫瘤を形作るがんをいう。 

 

注２：リスク指標 

過剰相対リスク：単位被曝線量あたりのリスク増加率（％で示すことも多い） 

過剰絶対リスク：単位被曝線量あたりの罹患率増加の絶対値 
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